
桃の節句に合わせてひな壇を各番街に飾っています。

今年もご利用者のみなさまに、ひな祭りの思い出を伺いました。

5人兄妹で妹が二人年子でいたんですけど毎年ひな祭りの日は妹二人と両親と神社

にお参りに行きましたね。丈夫なひな人形も飾ってとってもキレイで幸せでした。

小さい頃は父親が税関に努めていた関係で、横浜の野毛に住んでいました。

ひなまつりには、広間に七段飾りのおひなさまを飾って近くにいる親戚を招いて

お祝いをした思い出があるわね。

父が石材店を営んでおり戦後の大変な時期でありながら 7段飾りのおひなさまを飾り

母の手作りのお寿司と煮物でお祝いをしてくれたわ。

子どもの頃はひな飾りを飾ったりはしなかったわね。その分って訳じゃないけれど、

娘の時にはしっかりしたひな壇と手作りのおはぎを用意して楽しんだわね。

子どものころは世田谷の用賀に住んでいて、3人姉妹の家族でした。

日本舞踊を習っていたのでひな祭りの日にはお家で踊りなど楽しみながらひな祭りを

祝っていたのが思い出に残ってます。
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ご利用者の声から

「混ぜご飯が好きだから美味しかったよ。

全部食べました。非常時に美味しいものが

食べられるのは嬉しいね。

職員の声から

「普段のご飯と比べてパラパラしていますが、

混ぜご飯に味がしっかりと付いていて、

とても美味しく食べることができました。」

編集後記

レジデンシャル百合ヶ丘　広報委員会

ひな壇を一段づつあがるように、徐々に気温もあがってきました。桜の蕾もふっくらとして今か今かと

開花の時をまっているようです。今年のお花見も天候に恵まれますように。

栄養係は現在 14 名のチームです。

ご利用者様に笑顔を届けられるお食事の提供を心掛けています。

行事食や居酒屋よいどころなど、皆様に楽しんでいただけるような

彩りあるお食事にも力を入れて提供しております‼

3.11 絆の日
東日本大震災から今年で 13 年が経ちます。レジデンシャル百合ヶ丘では、
「東日本大震災を忘れない」「食品ロスへの取り組み」「防災意識を高める」
ことを目的として “絆の日” と称し、3月 11 日に防災食を提供しています。

きずな

災害用アルファ化米を使った五目御飯 倉庫にはご利用者や職員が 3日間安心して

過ごせる量の非常食を備えています

職員もおにぎりを試食しました


